
 

 

 

毎年、全国各地で地震や大雨等の自然災害が頻発し、多くの被害が発生しています。これから梅雨

に入り、豪雨等による災害が発生しやすい時期となります。また、新型コロナウイルス感染症の収束

が見込めない状況下で、自然災害と感染症との複合災害への対策を万全に期することが重要となって

きます。感染防止を行いながら、自然災害から身を守るために必要な行動について、お示ししますの

で事前の準備をお願いします。 

 

■ 避難する方法を考えましょう                              

以下に、避難する方法の事例を記載しています。

ご自分やご家族にとって、最良の方法を考えてく

ださい。 

 

① 在宅避難（自宅での避難）を考えましょう。                              

ご自宅の場所を市のハザードマップ等で確認し、安全が確保される

人は、自宅での避難を考えましょう。洪水の場合は上の階へ（垂直避

難）、土砂災害の場合は斜面と反対側の部屋へ移動するだけでも被災

リスクは大幅に軽減されます。ハザードマップは、すでに各家庭に配

布していますが、ＱＲコードから朝来市ホームページでご覧いただく

こともできます。 

 

 

 

② 知人や親戚の家などへの避難を考えましょう。（縁故避難）               

ご自宅での避難が困難な場合は、安全な場所にある親戚や知人宅などに避難することを考え

てください。また、近所の安全な場所に空き家や施設等がある場合は、予め所有者の了解を得

て避難することも考えてください。避難の際には、事前に検温や自覚症状（頭痛、咳など）の有

無を確認し、避難先の感染防止に努めてください。 

  

朝来市の避難行動等について（お知らせ） 

【朝来市ホームページ】 

斜面と反対側の部屋

へ避難しましょう！ 

行政が指定した避難場所 

への避難 

他 

・非常用品 

・生活用品 

安全な親戚・知人宅 

への避難 

安全なホテル・旅館 

への避難 
屋内安全確保 

「ひょうご防災ネット」にご登録いただくと、兵庫県及び朝来市から避難に関する

情報などの緊急情報や防災に関する様々な情報が提供されます。 
Androidはこちら QRコードを読み取って 

ダウンロードできます 

iPhoneはこちら 



いざというときに、慌てなくて済むように、普段から災害に備え 

非常用品の準備と使用・保存期限などの確認をしておきましょう！ 

また、ご自身で安全な避難場所、避難経路の確認をしておきましょう！！ 

③ 自動車での避難も考えてください。（車中泊避難）                         

自家用車を所有されている人は、安全な場所に移動して車中泊も考えて

ください。ただし、エコノミークラス症候群を予防するため、定期的な手

足の運動や適切な水分摂取などの予防対策を行ってください。車中泊避難

の場所（駐車場所）は、安全な高台や拠点避難所の駐車場などをご利用く

ださい。移動中の事故防止のため早めの避難開始をお願いします。 

 

④ 拠点避難所へ避難しましょう。                                                

在宅や縁故避難などができない人は、市が設置する拠点避難所に避難してください。拠点避

難所は、災害の発生する可能性が高く、避難をする必要がある場合に、市が学校の体育館等を

避難所として開設・運営するものです。 

 

◎ 拠点避難所･･････････１５ヶ所 

・生野地域   奥銀谷体育館、生野小学校体育館、栃原体育館 

 ・和田山地域  糸井小学校体育館、大蔵小学校体育館、東河小学校体育館 

和田山中学校体育館、枚田小学校体育館、竹田小学校体育館 

 ・山東地域   粟鹿体育館、梁瀬中学校体育館、旧与布土小学校体育館 

 ・朝来地域   朝来体育館※、朝来中学校体育館、山口小学校体育館 

 

※拠点避難所及び二次避難所に指定している中川小学校体育館については、改修工事のため、 

令和４年９月 16日まで使用できません。代替避難所として、朝来体育館をご利用ください。 

 

⑤ 避難場所への連絡                            

在宅避難・縁故避難や車中泊避難、拠点避難所へ避難される場合は、ご自身の避難場所につ

いて区役員さん等にご連絡の上避難してください。 

 

⑥ 一次避難所（指定緊急避難場所）の開設                  

公民館等の一次避難所については、高齢者や要援護者の方など、拠点避難所への避難が難し

い方々のために、感染症対策を講じた上で一次避難所として開設してください。避難を必要と

する一般の方は、拠点避難所への避難をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

警戒レベル５は、 
すでに安全な避難ができず 
命が危険な状況です。 
警戒レベル４避難指示で 

必ず避難をしてください！ 
警戒レベル４は、避難に必要

な時間等を考慮して発令され 
ます。 
警戒レベル４避難指示発令の 

タイミングで、危険な場所か

ら全員避難しましょう。 
高齢者や障害のある人、 
避難を支援する人は 

警戒レベル３高齢者等避難で 

危険な場所から避難 
しましょう。 

※警戒レベル３は、高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、避難の準備を

したり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。 
ご近所さんは誰も避難していないし、

うちもまだ避難しなくていっか。 

たとえ周囲の人が避難を始めていなくても、状況を判断して、 

必要があれば率先して避難行動をとりましょう！ 


